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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

事業番号 09 01 06 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

現状
(予算編成時)

　事業発動基準の平成29年3月20日時点の積雪量は、飯山観測所49ｃｍ、小谷観測所100ｃ
ｍで、残雪による農作業の遅延が懸念される。

29年度
決算額

2,524 千円

職員数 0.30 人

nosei@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト

施策の
総合的展開

1-3 夢に挑戦する農業

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産

事　業　名 農作物残雪対策事業
部局 農政部 課・室 農業政策課

実施期間 Ｓ48 E-mail

目指す姿
　残雪による農作業の遅延を未然に防止し、農業生産の安定確保を図る。

（主な実施内容：　市町村が行う融雪促進対策への支援など）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 30年度 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越 0 0 0

補正予算 6,702 0 2,735
４町村 達成

合計（A) 6,702 0 2,735 0

当初予算 0 0 0 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 27年度 28年度

29年度

1 事業実施市町村 7市町村 0 4町村

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

　県　債

　その他 6,702 0 2,735 0

 決　　算　　額（B） 5,235 0 2,524

概　算
人　件

費

 職員数（人） 0.3 0

0 4,955

0.30

0

 概算人件費 （Ｃ） 2,483 0 2,431 0

 概算事業費（B（A）+C） 7,718

成果指標
設定理由

融雪促進対策等を行う市町村数を設定。

目標に対する

成果の状況
残雪による農作業の遅延が懸念された市町村において、融雪促進対策等への支援を行い、農業生産の安定確保を図るこ
とができた。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施
■ 事業を現行どおり実
施

課　題 今後の方向性

残雪による農作業の遅延を未然に防止し、農業生産の安定
確保を図るため、残雪多量地帯における融雪促進対策を支
援していく必要がある。

残雪量、事業の発動基準を踏まえ、事業の実施を判断してい
く。

No
プロジェクト

細事業名 29年度　実施内容（実績）
職員数 29年度 30年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

農作物残雪対策事業
残雪による農作業の遅延を未然に防止するため、市町村
が行う融雪促進対策等への支援を行った。

0.30 0 2,524 0

合計 0.30 0 2,524 0
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

09 01 06

27年度 28年度

農作物残雪対策事業 農作物残雪対策事業
補
助
金

残雪による農作業の遅延を未然に防止するため、市町
村が行う融雪促進対策等を支援

残雪による農作業の遅延を防止するため、４町村にお
いて融雪促進対策への支援を行った。

計画通り
○

0 0 2,735 2,524 1-3,2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0 0 0 0 2,735 2,524 0合　　　　計

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

番　号
施策の
総合的
展開

細事業
No

1

事業番号
事　業　名

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定）

29年度

29年度　実施内容（実績）

農作物残雪対策事業
□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

29年度
実施
状況

部局 農政部 農業政策課課・室


